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【手続補正書】
【提出日】平成25年5月1日(2013.5.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　粉砕媒体を含有するペブルミルでミルベースを粉砕し、ナノ構造体の合金粒子を用意す
ることを含む、ナノ構造体の合金粒子を製造する方法であって、
　前記ミルベースが（ｉ）シリコンと、（ｉｉ）少なくとも１つの炭素又は遷移金属とを
含み、前記ナノ構造体の合金粒子は、サイズが５０ナノメートルより大きい結晶ドメイン
が実質的に無い、方法。
【請求項２】
　リチウムイオン電池用の負極組成物を製造する方法であって、
　（ａ）粉砕媒体を含有するペブルミルでミルベースを粉砕することを含む方法によって
ナノ構造体の合金粒子を製造する工程と、
　（ｂ）前記負極組成物を提供するために、重合体結合剤中に前記ナノ構造体の合金粒子
を分散させる工程と、を含み、
　前記ミルベースは、
　　（ｉ）シリコンと、
　　（ｉｉ）少なくとも１つの炭素又は遷移金属と、を含み、前記ナノ構造体の合金粒子
は、サイズが５０ナノメートルより大きい結晶ドメインが実質的に無い、方法。
【請求項３】
　前記粉砕媒体の前記ミルベースに対する容積比が、５：１を超える、請求項１又は２に
記載の方法。
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【請求項４】
　前記ナノ構造体の合金粒子が非晶質である、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項５】
　前記ペブルミルの前記粉砕媒体と前記ミルベースとを合わせた容積に対する容積比が、
２：１以下である、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項６】
　前記ペブルミルが理論的な臨界回転数を有し、前記ペブルミルが、前記理論的な臨界回
転数の５０～１２０パーセントの範囲の回転速度を有する、請求項１又は２に記載の方法
。
【請求項７】
　前記粉砕媒体が、０．０１～０．３ジュールの範囲の最大衝撃エネルギーを有する、請
求項１又は２に記載の方法。
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